
電子資料活用案内

情報生産システム研究科(IPS)
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2011.10.3.

情報生産システム研究科(IPS)



本日の内容

1. 電子資料とは
2. 「学術情報検索」紹介
3. 電子資料の利用
4. 全文入手
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4. 全文入手
5. 学外アクセス
6. 文献情報管理 RefWorks
7. 北九州学術情報センター
8. その他の役立つサイト



1. 電子資料とは

 各種資料を電子化:
 雑誌(電子ジャーナル)・図書(電子ブック)

 論文・要約・索引(データベース）

 特許・学位論文・規格・会議録等
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 特許・学位論文・規格・会議録等

 オンラインで利用可
 インターネット経由

 無料または契約（有料）

 早稲田大学の学生ならば、いつでも、どこから
でも利用可能

*2010年度データベース資料費支出 約4億3800万円



電子資料を探す一般的な方法
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…ただし、完全
ではない



2. 「学術情報検索」

1. 早稲田大学図書館
http://www.wul.waseda.ac.jp//index-j.html

2. 資料の検索

⇒ 学術情報検索
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⇒ 学術情報検索
http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/index.html

http://www.wul.waseda.ac.jp//index-j.html
http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/index.html


1.図書館HP
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2. ここをクリック!



学術情報検索（改訂前）

3. ここをクリック!

7

3. ここをクリック!



4. ここをクリック!

図書館ニュース

“学術情報検索リニューアル公開のお知らせ”
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5. 学術情報検索 （新）
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2.「学術情報検索」紹介

「学術情報検索」とは

 収録内容
 早稲田大学で契約している電子資料(データベース、

電子ジャーナル、電子ブック等）

 図書館が選んだ無料のサイト
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 図書館が選んだ無料のサイト

 目的にあった電子資料を探すためのポータル
 最適の電子資料を探すために便利

 よく利用されるサイトへの簡単アクセス

 分野や資料タイプから探す



おすすめのデータベースへの簡単アクセス
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*CiNii
*Web of Science
*SciVerse Scopus

*朝日新聞・読売新聞等.



分野や資料タイプから探す
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分野や資料タイプを選択
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3.電子資料の利用

1. 選択

 適切なものを選ぶ

2. 便利な機能
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 検索項目

 その他の便利な機能

3. 使い方

 利用規定



3.電子資料の利用

1. 選択

 電子資料を選ぶポイント

 分野

 内容 （例 全文または抄録)

 収録範囲 (例 年代・地域・言語)
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 収録範囲 (例 年代・地域・言語)

 更新頻度

 その分野での重要性

 利用規定 (例 アクセス方針・利用環境)



3-1. 選択

電子資料名:ログインペー
ジへのリンク

簡単な説明

全文の有無
言語

アクセス
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簡単な説明
アクセス
方針



3-1. 選択

例: IEEE Xplore
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3.電子資料の利用

2. 役立つ機能

1. 検索可能な一般的な項目：
タイトル、著者、キーワード

2. 検索語の選択

18

2. 検索語の選択
“comput*” 又は “comput?”

3. 結果を評価し、必要な検索を続ける

例 シソーラスの活用や限定

＊各資料で機能は異なる→必ずヘルプを確認



3-2 著者検索例 “Web of Science”

著者名による検索や限定:
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著者名による検索や限定:
*著者名の表記ゆれ
*分野
*所属機関



“Web of Science” 引用リンクあり
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何回引用されているのかを
簡単に知ることができ、かつ
引用元の論文内容を確認す

ることができる



3.電子資料の利用

2. 役立つ機能

その他の役立つ機能

 保存とメールでの結果送信

 アラート設定(キーワード、最新号到着等)
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 個人設定(例 特定の雑誌登録、メールや画
面表示、検索語登録）

＊あらかじめ登録しておくことが必要



例 “Web of Science”からのメールアラート
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3.電子資料の利用

3. 使い方

利用規定

利用前にそれぞれの利用規定を確認

全般的な注意事項

データベース・電子ジャーナル等の利用上の注意
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データベース・電子ジャーナル等の利用上の注意
http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/help-e.html

プログラム等による自動的ダウンロードは禁止.

http://www.wul.waseda.ac.jp/imas/help-e.html


4. 全文入手

1. 電子ジャーナル

 定義と検索方法

2. 電子ブック

 定義と検索方法

3. その他の電子資料

24

3. その他の電子資料

 学位論文、規格、特許等

4. オンラインで全文が入手できない場合

 北九州学術情報センターで冊子体を利用

 文献複写取寄せ（有料）(ILLサービス)

 個人購入



4. 全文入手

1. 電子ジャーナル
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例: THE ACM DIGITAL LIBRARY
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4. 全文入手

1. 電子ジャーナル

 電子ジャーナル検索方法

1. Google等の検索エンジンで探す

2. 「電子ジャーナルポータル」やWINEで
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2. WINE

雑誌名やISSNから探す

3. データベースにあるフルテキストリンク

で探す
“FindFulltext@Waseda(リンクリゾルバ）



4-1-2 電子ジャーナル・ポータルでタイトルから探す

検索方法を選択し、タイトル
やキーワードを入力したら

“Search”をクリック
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雑誌名は省略されていることが多い
例:
Journal of the Association for
Computing Machinery
*Journal of the ACM
*JACM, etc..

分野別のリストからも
探すことができる



引用例 :
Hirasawa K, Wang X, Murata J, Hu J, and
Jin C. Universal learning network and its
application to chaos control. Neural
Networks 2000; 13-2: 239-253.

収録範囲を確認し、必要な出版
年が含まれていて利用できる
データベースを選択し、クリック



必要な論文の巻・号を指定
して、ここから入手



4-1-2. WINEで雑
誌を探す

タイトルの後ろに
“WEB( )”“WEB(電子資料)”が
記述されているものが電
子ジャーナル



”Click here for full
text”をクリックすると全文が

入手できるサイトへ



4-1-3. データベースにあるフルテキストリンくの利用例
(SciVerce Scopus)



1. “FindFulltext” をクリック

2. “View This
Article” をクリック



論文全文入手!
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4. 全文入手

2. 電子ブック

 主なコレクション

 NetLibrary

 SpringerLink

 電子ブックの探し方

300,000タイトル
以上利用可能!

 電子ブックの探し方

 WINEでタイトルごとに探す

 「学術情報検索」でコレクション名から探す
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Lecture notes in computer science

(0302-9743) from 1973 to present in

Springer Book Series

http://tm3xa4ur3u.search.serialssolutions.com/log?L=TM3XA4UR3U&D=RSU&J=LECTNOTINCO&U=http%3A%2F%2Fwww.springerlink.com%2Fopenurl.asp%3Fgenre%3Djournal%26issn%3D0302-9743


4. 全文入手

3. その他の電子資料

 学位論文

 ProQuest Dissertations & Theses

 Networked Digital Library of Theses and
Dissertations (NDLTD)

37

 規格

 IEEE Xplore (IEEE published standards)

 ISO Standards

 日本工業標準調査会JIS検索



4. 全文入手

3. その他の電子資料
 会議録・テクニカルペーパー

 WINE 及び各種データベース

 特許

 EPO (European Patent Office)
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 特許電子図書館(IPDL)

 新聞

 50 言語, 92 ヶ国, 1,700 紙以上

 法令・判例

 Lexis.com (U.S.), LEX/DB (日本)

＊リサーチNAVIあり！



4. 全文入手

4. オンラインで全文入手できない場合

 北九州学術情報センターで冊子体利用

 http://media.ksrp.or.jp/

 早稲田大学図書館から取り寄せ

 WINE(WUL Online Catalog)
http://wine.wul.waseda.ac.jp/
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http://wine.wul.waseda.ac.jp/

 図書を借りる (無料)

 文献複写を依頼する（有料）

北九州学術情報センターで依頼！.

http://media.ksrp.or.jp/
http://wine.wul.waseda.ac.jp/


 他大学等からの資料取寄せ (InterLibrary Loan, ILL)

 図書の借用や文献複写取り寄せ（有料）

 自費購入

4. 全文入手

4. オンラインで全文入手できない場合
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 早稲田大学が契約していないか、電子ジャーナル・ポータル
や学術情報検索で再度確認

北九州学術情報センターで依頼



出版社、データベース提供元自宅等 (学外のネットワーク)

直接アクセスすると、
早稲田大学のメンバー
として認識されない

5. 学外アクセス

○ユーザー認証 利用契約確認

早稲田大学キャンパスネットワーク



ログインＩＤは学籍番号の

ハイフンを除いた9桁とし、末
尾をアルファベットに変換

詳細はルール参照

データベース選択



6文献情報管理

1. RefWorksとは

1. 文献情報の管理

 WINEや他のデータベースからレコードを取り込み、個人
の文献データベースを構築

2. 参考文献リストの自動作成
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 取り込んだデータを使って、引用や参考文献リストを自動
的に作成

3. Webベースのサービス

 自宅など、どこからでもアクセス可

 グループでの共同利用も可



6. 文献情報管理

2. RefWorksの使い方

1. 個人アカウント作成

 大学内ネットワークからアカ
ウントを作成

2. RefWorksへログイン
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 学外からアクセスする場合

登録時のメールに記載され
たグループコードが必要



6. 文献情報管理

2. RefWorks の使い方

3. データの取り込み

 直接

Sciverse Scopus

Web of Science
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Web of Science

4. 引用と文献リストの作成
 Write-N-Cite (plug-in to MS Word)

論文の中にデータを取り込んで、引用や文献リストを

簡単に作成できる

＊ガイド＆チュートリアルに使い方説明あり



7. 北九州学術情報センター

 図書館

 パンフレット

http://media.ksrp.or.jp/

 基本ガイダンス（英語） 基本ガイダンス（英語）

10/4 ,10/7 16:30-17:15

10/5, 13:30-14:15

 データベース講習会 今後予定

 CiNii J-DreamⅡ ほか
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http://media.ksrp.or.jp/


8-1 わせだライフ ABC テーマ３

 Waseda-net Portal > 授業 > Course N@vi

47



8-2 リサーチNAVI
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8-3 困った時は

 電子資料に関すること

 早稲田大学図書館

info@wul.waseda.ac.jp

 その他の資料の探し方、取り寄せについて
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 その他の資料の探し方、取り寄せについて

 北九州学術情報センター
http://media.ksrp.or.jp/

mailto:info@wul.waseda.ac.jp
http://media.ksrp.or.jp/
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